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(57)【要約】
【課題】無線通信前置符号化器の決定が提供される。
【解決手段】ある実施形態のある側面によれば、無線通
信のための前置符号化器を決定する方法が、無線通信ネ
ットワークの第一のノードと前記無線通信ネットワーク
の第二のノードとの間の第一のチャネルに関連付けられ
た第一チャネル情報を取得することを含みうる。前記第
一のノードは、前記第一のチャネルを介して前記第二の
ノードに、無線通信資源において第一の無線信号を送信
するよう構成されていてもよい。本方法はさらに、前記
第一のノードと前記無線通信ネットワークの第三のノー
ドとの間の第二のチャネルに関連付けられた第二チャネ
ル情報を取得することを含みうる。前記第三のノードは
、前記無線通信資源において送信される第二の無線信号
を受信するよう構成されていてもよい。さらに、本方法
は、前記第一チャネル情報および前記第二チャネル情報
に基づいて前記第一の無線信号の送信のための前置符号
化器を決定することを含んでいてもよい。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信における前置符号化器を決定する方法であって：
　無線通信ネットワークの第一のノードと前記無線通信ネットワークの第二のノードとの
間の第一のチャネルに関連付けられた第一チャネル情報を取得する段階であって、前記第
一のノードは、前記第一のチャネルを介して前記第二のノードに、無線通信資源において
第一の無線信号を送信するよう構成されている、段階と；
　前記第一のノードと前記無線通信ネットワークの第三のノードとの間の第二のチャネル
に関連付けられた第二チャネル情報を取得する段階であって、前記第三のノードは、前記
無線通信資源において送信される第二の無線信号を受信するよう構成されている、段階と
；
　前記第一チャネル情報および前記第二チャネル情報に基づいて前記第一の無線信号の送
信のための前置符号化器を決定する段階とを含む、
方法。
【請求項２】
　前記第一のノードが、無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の送信無線装置
であり、
　前記第二のノードが前記D2D対の受信無線装置であり、
　前記第三のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントである、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記第一のノードが無線装置であり、
　前記第二のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントであり、
　前記第三のノードが無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の受信無線装置で
ある、
請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記第一の無線信号によって引き起こされる前記第二の無線信号の干渉が軽減されるよ
う、前記前置符号化器を決定する段階が、前記第一チャネル情報および前記第二チャネル
情報に基づいて、前記第二の無線信号に対する前記第一の無線信号の信号対漏れおよび雑
音比（SLNR）を決定することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記第一チャネル情報が前記第二のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記第一チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第二のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記第二チャネル情報が前記第三のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記第二チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第三のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記第一チャネル情報を取得する段階が、前記第一チャネル情報をローカルに決定する
または前記第一チャネル情報を受信することを含み、
　前記第二チャネル情報を取得する段階が、前記第二チャネル情報をローカルに決定する
または前記第二チャネル情報を受信することを含む、
請求項１記載の方法。
【請求項１０】
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　前記前置符号化器に基づいて前記第一の無線信号によって引き起こされる前記第二の無
線信号の干渉を決定する段階をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　無線通信のための前置符号化器を決定するための処理を実行するためのコンピュータ実
行可能命令をエンコードされているコンピュータ可読媒体であって、前記処理は：
　無線通信ネットワークの第一のノードと前記無線通信ネットワークの第二のノードとの
間の第一のチャネルに関連付けられた第一チャネル情報を取得する段階であって、前記第
一のノードは、前記第一のチャネルを介して前記第二のノードに、無線通信資源において
第一の無線信号を送信するよう構成されている、段階と；
　前記第一のノードと前記無線通信ネットワークの第三のノードとの間の第二のチャネル
に関連付けられた第二チャネル情報を取得する段階であって、前記第三のノードは、前記
無線通信資源において送信される第二の無線信号を受信するよう構成されている、段階と
；
　前記第一チャネル情報および前記第二チャネル情報に基づいて前記第一の無線信号の送
信のための前置符号化器を決定する段階とを含む、
コンピュータ可読媒体。
【請求項１２】
　前記第一のノードが、無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の送信無線装置
であり、
　前記第二のノードが前記D2D対の受信無線装置であり、
　前記第三のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントである、
請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１３】
　前記第一のノードが無線装置であり、
　前記第二のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントであり、
　前記第三のノードが無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の受信無線装置で
ある、
請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　前記第一の無線信号によって引き起こされる前記第二の無線信号の干渉が軽減されるよ
う、前記前置符号化器を決定する段階が、前記第一チャネル情報および前記第二チャネル
情報に基づいて、前記第二の無線信号に対する前記第一の無線信号の信号対漏れおよび雑
音比（SLNR）を決定することを含む、請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１５】
　前記第一チャネル情報が前記第二のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　前記第一チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第二のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　前記第二チャネル情報が前記第三のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　前記第二チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第三のノードによって
受信される参照信号に基づく、請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　前記第一チャネル情報を取得する段階が、前記第一チャネル情報をローカルに決定する
または前記第一チャネル情報を受信することを含み、
　前記第二チャネル情報を取得する段階が、前記第二チャネル情報をローカルに決定する
または前記第二チャネル情報を受信することを含む、
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請求項１１記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　前記動作が、前記前置符号化器に基づいて前記第一の無線信号によって引き起こされる
前記第二の無線信号の干渉を決定する段階をさらに含む、請求項１１記載のコンピュータ
可読媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願への相互参照
　本願は2013年1月21日に出願された米国仮出願第61/754,855号に基づき、その優先権を
主張するものである。その出願の内容全体はここに参照によって組み込まれる。
【０００２】
　分野
　本開示は、無線通信前置符号化器〔プリコーダ〕決定に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信ネットワークを使うスマートフォン、タブレット、ラップトップ・コンピュー
タおよび他の電子機器（概括的に「無線装置」と称される）の普及は、遍在的かつ継続的
な、無線による音声およびデータ・アクセスに対する需要を高めることになった。無線装
置間で無線通信資源を再利用し、共有できることは、この需要を満たす助けとなりうる。
無線通信資源を再利用および共有する一つの方法は、デバイス・ツー・デバイス（D2D:　
device-to-device）通信を通じてである。D2D通信は、無線装置が、アクセス・ポイント
（たとえば基地局）を介して互いと通信することによる場合よりも低電力の送信を使って
互いと情報を直接通信することを許容しうる。低電力送信を使うことは、特定のエリアに
おける同じ無線通信資源の使用を高めることを許容しうる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本願で特許請求される主題は、何らかの欠点を解決するまたは上記のような環境でのみ
動作する実施形態に限定されるものではない。むしろ、この背景は、本稿で記載されるい
くつかの実施形態が実施されうる一つの例示的な技術分野を例示するために設けているだ
けである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ある実施形態のある側面によれば、無線通信のための前置符号化器を決定する方法が、
無線通信ネットワークの第一のノードと前記無線通信ネットワークの第二のノードとの間
の第一のチャネルに関連付けられた第一チャネル情報を取得することを含みうる。前記第
一のノードは、前記第一のチャネルを介して前記第二のノードに、無線通信資源において
第一の無線信号を送信するよう構成されていてもよい。本方法はさらに、前記第一のノー
ドと前記無線通信ネットワークの第三のノードとの間の第二のチャネルに関連付けられた
第二チャネル情報を取得することを含みうる。前記第三のノードは、前記無線通信資源に
おいて送信される第二の無線信号を受信するよう構成されていてもよい。さらに、本方法
は、前記第一チャネル情報および前記第二チャネル情報に基づいて前記第一の無線信号の
送信のための前置符号化器を決定することを含んでいてもよい。
【０００６】
　実施形態の目的および利点は、少なくとも、請求項において具体的に指摘される要素、
特徴および組み合わせによって実現され、達成されるであろう。
【０００７】
　上記の概括的な記述および以下の詳細な説明は例示的であり、説明のためのものであっ
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て、特許請求される本開示を制約するものではないことは理解しておくものとする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　例示的な実施形態について、付属の図面を使ってさらなる具体性および詳細さをもって
記述し、説明する。
【図１】前置符号化を実行するよう構成された例示的な無線通信ネットワークを示す図で
ある。
【図２】上りリンク・チャネル資源がD2D対およびセルラー無線装置によって共有されう
る例示的な無線通信ネットワークを示す図である。
【図３】無線通信において前置符号化器を決定する例示的な方法のフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　無線信号の前置符号化は、所望される受信ノードにおける受信信号電力を最適化する助
けとなるべく、該無線信号を所定の位相および送信電力で送信するために無線通信におい
て使用されうる。たとえば、前置符号化は、アクセス・ポイントによって受信される上り
リンク信号の信号電力を最適化する助けとなるべく、無線通信ネットワークのアクセス・
ポイントに上りリンク（UL）信号を送信するために、無線装置において実行されてもよい
。前置符号化は、決定された前置符号化器に基づいて実行されてもよい。
【００１０】
　下記で詳述するように、いくつかの実施形態では、無線通信資源（周波数帯、時間スロ
ットなど）において無線通信ネットワークの第一のノードから前記無線通信ネットワーク
の第二のノードに送信される第一の無線信号のための前置符号化器が決定されてもよい。
前置符号化器は、第一のノードと第二のノードの間の第一の信号経路（以下では「第一の
チャネル」と称される）に関連付けられた第一チャネル情報に基づいて決定されてもよい
。さらに、前置符号化器は、第一のノードと無線通信ネットワークの第三のノードの間の
第二の信号経路（以下では「第二のチャネル」と称される）に関連付けられた第二チャネ
ル情報に基づいて決定されてもよい。これらおよび他の実施形態において、第三のノード
は、第一の無線信号と同じ無線通信資源において送信される第二の無線信号を受信するよ
う構成されていてもよい。いくつかの実施形態では、前置符号化器は、第一の無線信号に
よって引き起こされうる第三のノードにおける第二の無線信号の干渉が低減されうるよう
、第一チャネル情報および第二チャネル情報に基づいて決定されてもよい。対照的に、通
常の前置符号化器決定は、潜在的な干渉を考えなくてもよい。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、上記に示し、下記で詳述する前置符号化器の決定は、同じ無
線通信資源を共有することによって引き起こされうる干渉を低減しうる。これはひいては
同じ無線通信資源の共有される使用を容易にするおよび／または改善することがあり得る
。個別的な実施形態では、無線通信資源は、D2D通信を実行する一つまたは複数のデバイ
ス・ツー・デバイス（D2D）対と伝統的なセルラー型通信を実行する他の無線装置および
／またはアクセス・ポイントとの間で共有されてもよい。たとえば、同じ上りリンク・チ
ャネル資源が、D2D通信および一つまたは複数の無線装置から無線通信ネットワークのア
クセス・ポイント（たとえば基地局）へのセルラー通信の両方のために同時にまたはほぼ
同時に使用されてもよい。
【００１２】
　いくつかの観点では本稿に記載される無線通信のすべてが「セルラー」型通信と称され
てもよいのだが、D2D対の間の通信と無線装置とアクセス・ポイントの間の通信とを区別
するため、無線装置とアクセス・ポイントとの間の通信（無線装置とアクセス・ポイント
との間の上りリンクおよび下りリンク通信）は以下では一般に「セルラー通信」と称され
ることがあり、D2D対の間の通信は以下では「D2D通信」と称されることがある。さらに、
D2D対の無線装置はいくつかの観点では「セルラー」型装置と称されてもよいのだが、D2D
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通信を実行する無線装置は以下では「D2D無線装置」と称されることがあり、セルラー通
信を実行する無線装置は以下では「セルラー無線装置」と称されることがある。さらに、
D2D通信に関連しうる送信D2D無線装置によって送信される信号は「D2D信号」と称される
ことがあり、セルラー通信に関連しうるセルラー無線装置によって送信される信号は「セ
ルラー信号」と称されることがある。
【００１３】
　本開示の実施形態は、付属の図面を参照して説明される。議論を容易にするため、図面
に関して与えられる記述は、上りリンク・チャネル資源がD2D通信および伝統的な上りリ
ンク通信において使用されうるときのコンテキストにおいて与えられる。しかしながら、
前置符号化器を決定するための本稿で記載される原理は、同じ無線通信資源が無線通信ネ
ットワークの複数のノードによって、対応する無線通信が互いと干渉しうるような仕方で
共有されうるときはいつでも使用されうる。
【００１４】
　図１は、本開示の少なくとも一つの実施形態に基づいて構成される、前置符号化を実行
するよう構成された例示的な無線通信ネットワーク１００（以下では「ネットワーク１０
０」と称する）を示している。ネットワーク１００は、一つまたは複数のアクセス・ポイ
ント１０２を介して一つまたは複数の無線通信装置１０４に無線通信サービスを提供する
よう構成されていてもよい。無線通信サービスは音声サービス、データ・サービス、メッ
セージング・サービスおよび／またはその任意の好適な組み合わせであってもよい。ネッ
トワーク１００は、周波数分割多重アクセス（FDMA）ネットワーク、直交FDMA（OFDMA）
ネットワーク、符号分割多重アクセス（CDMA）ネットワーク、時分割多重アクセス（TDMA
）ネットワークおよび／または他の任意の好適な無線通信ネットワークを含みうる。いく
つかの実施形態では、ネットワーク１００は第三世代（3G）無線通信ネットワークおよび
／または第四世代（4G）無線通信ネットワークとして構成されてもよい。これらまたは他
の実施形態において、ネットワーク１００はロング・ターム・エボリューション（LTE）
無線通信ネットワークとして構成されていてもよい。
【００１５】
　アクセス・ポイント１０２は、いかなる好適な無線通信ネットワーク通信ポイントであ
ってもよく、限定ではなく例として、基地局、発展型ノードB（eNB）基地局、リモート電
波ヘッド（RRH:　remote　radio　head）または他の任意の好適な通信ポイントを含みう
る。無線装置１０４は、無線通信サービスを得るためにネットワーク１００を使用しうる
任意の装置を含んでいてもよく、限定ではなく例として、携帯電話、スマートフォン、携
帯情報端末（PDA）、ラップトップ・コンピュータ、パーソナル・コンピュータ、タブレ
ット・コンピュータまたは他の任意の同様の装置を含みうる。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、ネットワーク１００は無線装置１０４間のD2D通信を監督す
るよう構成されていてもよい。これらの実施形態のいくつかでは、アクセス・ポイント１
０２は、D2D対に無線通信資源を割り当てるよう構成されていてもよい。いくつかの実施
形態では、無線通信資源は、2013年3月14日に出願された、「ネットワーク監督されたデ
バイス・ツー・デバイス通信」と題するZhuらによる米国特許出願第13/830,342号に記載
されるようなD2D送信パラメータの決定の際に、D2D対に割り当てられてもよい。この出願
の内容全体はここに参照によって組み込まれる。
【００１７】
　さらに、いくつかの実施形態では、D2D対は、2013年3月14日に出願された、「ネットワ
ーク監督される無線装置近傍発見」と題するZhuらによる米国特許出願第13/828,457号に
記載されるような、および2013年3月14日に出願された、「近傍者発見信号の電力制御」
と題するZhuらによる米国特許出願第13/828,647号に記載されるような近傍者発見（neigh
bor　discovery）に基づいて選択されてもよい。両出願の内容全体はここに参照によって
組み込まれる。
【００１８】
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　図示した例では、無線装置１０４ａおよび無線装置１０４ｂはD2D対１０３として構成
されていてもよく、アクセス・ポイント１０２は無線通信資源をD2D対１０３に割り当て
るよう構成されていてもよい。さらに、図示した例では、無線装置１０４ａは、無線装置
１０４ｂにD2D信号を送信するよう構成されていてもよく、それにより無線装置１０４ｂ
はD2D信号を受信しうる。したがって、図示した例では、無線装置１０４ａは、D2D対１０
３に関して「送信D2D装置１０４ａ」と称されてもよく、無線装置１０４ｂはD2D対１０３
に関して「受信D2D装置１０４ｂ」と称されてもよい。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、アクセス・ポイント１０２は、送信D2D装置１０４ａに、一
つまたは複数の他の無線装置１０４によってもアクセス・ポイント１０２に情報を通信す
るために使用されうる上りリンク・チャネル無線通信資源（たとえば時間スロット、周波
数など）（以下では「上りリンク・チャネル資源」と称される）を使ってD2D信号を送信
するよう指令してもよい。下記で詳述するように、アクセス・ポイント１０２および／ま
たは送信D2D装置１０４ａは、送信D2D装置１０４ａによって受信D2D装置１０４ｂに上り
リンク・チャネル資源において送信されうるD2D信号について、当該D2D信号によって引き
起こされる同じ上りリンク・チャネル資源において送信される上りリンク通信の干渉が低
減されうるよう、前置符号化器を決定するよう構成されていてもよい。さらに、アクセス
・ポイント１０２および／またはセルラー無線装置１０４ｃは、送信D2D装置１０４ａに
よって送信されるD2D信号と同じ上りリンク・チャネル資源においてセルラー無線装置１
０４ｃによって送信される上りリンク信号について、D2D信号の干渉が低減されうるよう
、前置符号化器を決定するよう構成されていてもよい。
【００２０】
　図２は、本項に記載される少なくとも一つの実施形態に基づく、上りリンク・チャネル
資源がD2D対２０３およびセルラー無線装置（CUE）２０４によって共有されうる、例示的
な無線通信ネットワーク２００（以下では「ネットワーク２００」と称される）を示して
いる。図示した実施形態では、D2D対２０３は、送信D2D装置（DUET）２０７および受信D2
D装置（DUER）２０９を含んでいてもよい。
【００２１】
　図示した実施形態では、CUE　２０４は、アクセス・ポイント２０２とのセルラー通信
を実行するよう構成されていてもよい。それにより、CUE　２０４は、上りリンク伝搬チ
ャネルHCを介してアクセス・ポイント２０２に上りリンク信号を送信してもよい。さらに
、DUET　２０７は、D2D伝搬チャネルHDを介してDUER　２０９にD2D信号を送信してもよい
。いくつかの実施形態では、D2D伝搬チャネルHDに関する情報は、DUET　２０７によって
送信されるD2D参照信号に基づいて決定されてもよい。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、CUE　２０４は上りリンク信号を送信してもよく、DUET　２
０７は実質的に同じまたは同じ上りリンク・チャネル資源を使ってD2D信号を送信しても
よい。よって、アクセス・ポイント２０２のために意図されうるCUE　２０４によって送
信された上りリンク信号は、CUE　２０４とDUER　２０９の間に存在しうる伝搬チャネルH

DCを介してDUER　２０９によって受信されることがある。さらに、DUET　２０７によって
送信され、DUER　２０９のために意図されるD2D信号は、DUET　２０７とアクセス・ポイ
ント２０２の間に存在しうる伝搬チャネルHCDを介してアクセス・ポイント２０２によっ
ても受信されることがある。
【００２３】
　下記でさらに詳細に論じるように、D2D信号および／または上りリンク信号について、D
2D信号によるCUE　２０４とアクセス・ポイント２０２の間の上りリンク通信の干渉およ
び／または上りリンク信号によるDUET　２０７とDUER　２０９の間のD2D通信の干渉が低
減されうるよう、前置符号化器が決定されてもよい。たとえば、いくつかの実施形態では
、DUET　２０７からDUER　２０９に送信されるD2D信号について、チャネルHDに関連する
チャネル情報（以下では「HDチャネル情報」と称される）およびチャネルHCDに関連する
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チャネル情報（以下では「HCDチャネル情報」と称される）に基づいて、D2D信号によるア
クセス・ポイント２０２における上りリンク通信の干渉が低減されうるよう、D2D前置符
号化器が決定されてもよい。いくつかの実施形態では、D2D前置符号化器は、HDチャネル
情報およびHCDチャネル情報に基づいて、上りリンク通信に関するD2D信号の信号対漏れお
よび雑音（SLNR:　signal-to-leakage-and-noise）比を最大にするよう選択されてもよい
。実装に依存して、アクセス・ポイントまたはDUETがD2D前置符号化器を決定してもよい
。
【００２４】
　これらまたは他の実施形態において、上りリンク前置符号化器は、CUE　２０４からア
クセス・ポイント２０２に送信される上りリンク信号について、チャネルHCに関連するチ
ャネル情報（以下では「HCチャネル情報」と称される）およびチャネルHDCに関連するチ
ャネル情報（以下では「HDCチャネル情報」と称される）に基づいて、上りリンク信号に
よるDUER　２０９におけるD2D通信の干渉が低減されうるよう、上りリンク前置符号化器
が決定されてもよい。いくつかの実施形態では、上りリンク前置符号化器は、HCチャネル
情報およびHDCチャネル情報に基づいて、D2D通信に関する上りリンク信号の信号対漏れお
よび雑音（SLNR:　signal-to-leakage-and-noise）比を最大にするよう選択されてもよい
。実装に依存して、アクセス・ポイント２０２またはCUE　２０４が上りリンク前置符号
化器を決定してもよい。
【００２５】
　前置符号化器を決定するために使われるチャネル情報（たとえばHD、HCD、HCおよび／
またはHDCチャネル情報）は参照信号およびいくつもある技法を使って決定されうる。下
記は、HDチャネル情報、HCDチャネル情報、HCチャネル情報およびHDCチャネル情報がどの
ようにして決定されうるかのいくつかの例である。
【００２６】
　HDチャネル情報は、DUET　２０７および／またはDUER　２０９によって決定されてもよ
い。たとえば、いくつかの実施形態では、DUET　２０７が参照信号（たとえば測量参照信
号（SRS:　sounding　reference　signal）、近傍者発見信号（neighbor　discovery　si
gnal）、下りリンク変調参照信号（DM-RS:　downlink　modulation　reference　signal
））を送信するよう構成されていてもよく、該参照信号はチャネルHDを介してDUER　２０
９によって受信されてもよい。いくつかの実施形態では、アクセス・ポイント２０２がDU
ET　２０７に、参照信号を送信するよう命令するよう構成されていてもよい。該参照信号
に基づいて、DUER　２０９は、時分割二重（TDD）信号伝達方式または周波数分割二重（F
DD）信号伝達方式のいずれかでHDチャネル情報を直接推定することができてもよい。
【００２７】
　DUER　２０９は推定されたHDチャネル情報をDUET　２０７またはアクセス・ポイント２
０２に通信するよう構成されていてもよい。それによりDUET　２０７またはアクセス・ポ
イント２０２はHDチャネル情報を得ることができる。推定されたHDチャネル情報がDUER　
２０９からアクセス・ポイント２０２またはDUET　２０７に通信されるかどうかは、アク
セス・ポイント２０２またはDUET　２０７がDUET　２０７からDUER　２０９に通信される
D2D信号に関連するD2D前置符号化器を決定するかどうかに依存してもよい。いくつかの実
施形態では、DUER　２０９は、推定されたHDチャネル情報をDUET　２０７またはアクセス
・ポイント２０２に通信するためにチャネルHDチャネルを量子化するよう構成されていて
もよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、DUER　２０９は、量子化され規格化されたチャネルのあらか
じめ定義された、離散的な集合「QC」を使ってチャネルHDを量子化するよう構成されてい
てもよい。「QC」は次式で表されてもよい：QC＝｛C1,C2,…,CK｝。ここで、「C1,C2,…,
CK」は量子化された規格化されたチャネルを表す。チャネルHDは、受信されたHDチャネル
情報を規格化し、「QC」から規格化されたHDチャネル情報のものに最もよく一致するチャ
ネル「Ci」を選択することによって量子化されてもよい。
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【００２９】
　たとえば、チャネルHDは次式に基づいて量子化されてもよい。
【数１】

【００３０】
　上式で、‖HD‖は推定されたHDチャネル情報の絶対値を表していてもよく、HD

nは規格
化された（normalized）HDチャネル情報を表していてもよい。DUER　２０９は選択された
チャネル「Ci」をDUET　２０７またはアクセス・ポイント２０２に通信してもよい。さら
に、上記の例では、DUET　２０７またはアクセス・ポイント２０２は、次式：
　HD＝sCi
に従って推定されたHDチャネル情報を再構成してもよい。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、DUET　２０７が、DUER　２０９の代わりにHDチャネル情報を
決定するよう構成されていてもよい。それにより、DUET　２０７は、ローカルにHDチャネ
ル情報を決定する（たとえば推定する）ことによりHDチャネル情報を得ることができる。
たとえば、DUER　２０９が参照信号（たとえばSRSまたは近傍者発見信号）を送信するよ
う構成されていてもよく、該参照信号はチャネルHDに関連するものと類似の信号経路（チ
ャネルとも称される）を介してDUET　２０７によって受信されてもよい。DUER　２０９に
よって送信された該参照信号に基づいて、DUET　２０７は、DUER　２０９からDUET　２０
７へのチャネルに関連するチャネル情報を推定してもよい。
【００３２】
　TDDスケジューリング方式では、DUER　２０９からDUET　２０７へのチャネルはチャネ
ルHDに対称的であってもよい。DUET　２０７へのまたはDUET　２０７からのD2D通信につ
いて同じ周波数が使用されうるからである。よって、DUET　２０７およびDUER　２０９が
TDDスケジューリング方式で動作する場合、DUET　２０７はHDチャネル情報を、DUER　２
０９からDUET　２０７へのチャネルに関連する推定されたチャネル情報と同じとして推定
してもよい。
【００３３】
　さらに、いくつかの実施形態では、FDDスケジューリング方式において、同じ周波数（
たとえば上りリンク周波数）がDUET　２０７へのまたはDUET　２０７からのD2D通信につ
いて使用されてもよい。よって、いくつかの実施形態では、DUET　２０７およびDUER　２
０９がFDDスケジューリング方式において動作するとき、DUET　２０７は、DUER　２０９
によって送信された参照信号に基づいてDUER　２０９からDUET　２０７へのチャネルに関
連するチャネル情報を推定してもよい。次いで、DUET　２０７はHDチャネル情報を、DUER
　２０９からDUET　２０７へのチャネルに関連する推定されたチャネル情報と同じとして
推定してもよい。実質的に同じ周波数が使用されうるからである。
【００３４】
　HCDチャネル情報は、DUET　２０７および／またはアクセス・ポイント２０２によって
決定されてもよい。たとえば、いくつかの実施形態では、DUET　２０７が参照信号（たと
えばSRS）を送信するよう構成されていてもよく、該参照信号はチャネルHCDを介してアク
セス・ポイント２０２によって受信されてもよい。いくつかの実施形態では、アクセス・
ポイント２０２はDUET　２０７に、参照信号を送信するよう命令するよう構成されていて
もよい。該参照信号に基づいて、アクセス・ポイント２０２は、TDD信号伝達方式またはF
DD信号伝達方式のいずれかでHCDチャネル情報を直接推定することができてもよい。した
がって、アクセス・ポイント２０２は、いくつかの実施形態では、HCDチャネル情報をロ
ーカルに決定することによってHCDチャネル情報を取得してもよい。
【００３５】
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　いくつかの実施形態では、アクセス・ポイント２０２は、推定されたHCDチャネル情報
をDUET　２０７に通信するよう構成されていてもよい。それにより、DUET　２０７は、ア
クセス・ポイント２０２からのHCDチャネル情報を受信することによってHCDチャネル情報
を取得してもよい。いくつかの実施形態では、アクセス・ポイント２０２は、推定された
HCDチャネル情報をDUET　２０７に通信するために、チャネルHDの量子化について上述し
たのと同様の仕方で、チャネルHCDを量子化するよう構成されていてもよい。HCDチャネル
情報がアクセス・ポイント２０２からDUET　２０７に通信されるかどうかは、アクセス・
ポイント２０２またはDUET　２０７のどちらが関連するD2D前置符号化器を決定するかに
依存してもよい。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、DUET　２０７が、アクセス・ポイント２０２の代わりにHCD
チャネル情報を決定するよう構成されていてもよい。それにより、DUET　２０７は、ロー
カルにHCDチャネル情報を決定する（たとえば推定する）ことによりHCDチャネル情報を得
ることができる。たとえば、アクセス・ポイント２０２が参照信号（たとえばSRS、セル
固有参照信号（CRS:　cell　specific　reference　signal）、チャネル状態情報参照信
号（CSI-RS:　channel　state　information　reference　signal）、DM-RSなど）を送信
するよう構成されていてもよく、該参照信号はチャネルHCDに関連するものと類似の信号
経路（チャネルとも称される）を介してDUET　２０７によって受信されてもよい。アクセ
ス・ポイント２０２によって送信された該参照信号に基づいて、DUET　２０７は、アクセ
ス・ポイント２０２からDUET　２０７へのチャネルに関連するチャネル情報を推定しても
よい。
【００３７】
　たとえば、TDDスケジューリング方式では、アクセス・ポイント２０２からDUET　２０
７へのチャネルはチャネルHCDに対称的であってもよい。使用されうる同様の周波数のた
めである。よって、DUET　２０７およびアクセス・ポイント２０２がTDDスケジューリン
グ方式で動作する場合、DUET　２０７はHCDチャネル情報を、アクセス・ポイント２０２
からDUET　２０７へのチャネルに関連する推定されたチャネル情報と同じとして推定して
もよい。
【００３８】
　HCチャネル情報は、CUE　２０４および／またはアクセス・ポイント２０２によって決
定されてもよい。たとえば、いくつかの実施形態では、CUE　２０４が参照信号（たとえ
ばSRS）を送信するよう構成されていてもよく、該参照信号はチャネルHCを介してアクセ
ス・ポイント２０２によって受信されてもよい。いくつかの実施形態では、アクセス・ポ
イント２０２はCUE　２０４に、参照信号を送信するよう命令するよう構成されていても
よい。該参照信号に基づいて、アクセス・ポイント２０２は、TDD信号伝達方式またはFDD
信号伝達方式のいずれかでHCチャネル情報を直接推定することができてもよい。したがっ
て、アクセス・ポイント２０２は、いくつかの実施形態では、HCチャネル情報をローカル
に決定することによってHCチャネル情報を取得してもよい。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、アクセス・ポイント２０２は、推定されたHCチャネル情報を
CUE　２０４に通信するよう構成されていてもよい。それにより、CUE　２０４は、アクセ
ス・ポイント２０２からHCチャネル情報を受信することによってHCチャネル情報を取得し
てもよい。いくつかの実施形態では、アクセス・ポイント２０２は、推定されたHCチャネ
ル情報をCUE　２０４に通信するために、チャネルHDの量子化について上述したのと同様
の仕方で、チャネルHCを量子化するよう構成されていてもよい。HCチャネル情報がアクセ
ス・ポイント２０２からCUE　２０４に通信されるかどうかは、アクセス・ポイント２０
２またはCUE　２０４のどちらが、CUE　２０４からアクセス・ポイント２０２に通信され
る上りリンク信号に関連する上りリンク前置符号化器を決定するかに依存してもよい。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、CUE　２０４が、アクセス・ポイント２０２の代わりにHCチ
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ャネル情報を決定するよう構成されていてもよい。それにより、CUE　２０４は、ローカ
ルにHCチャネル情報を決定する（たとえば推定する）ことによりHCチャネル情報を得るこ
とができる。たとえば、アクセス・ポイント２０２が参照信号（たとえばSRS、CRS、CSI-
RS、DM-RSなど）を送信するよう構成されていてもよく、該参照信号はチャネルHCに関連
するものと類似の信号経路（チャネルとも称される）を介してCUE　２０４によって受信
されてもよい。アクセス・ポイント２０２によって送信された該参照信号に基づいて、CU
E　２０４は、アクセス・ポイント２０２からCUE　２０４へのチャネルに関連するチャネ
ル情報を推定してもよい。
【００４１】
　TDDスケジューリング方式では、アクセス・ポイント２０２からCUE　２０４へのチャネ
ルはチャネルHCに対称的であってもよい。よって、CUE　２０４およびアクセス・ポイン
ト２０２がTDDスケジューリング方式で動作する場合、CUE　２０４はHCチャネル情報を、
アクセス・ポイント２０２からCUE　２０４へのチャネルに関連する推定されたチャネル
情報と同じとして推定してもよい。
【００４２】
　HDCチャネル情報は、CUE　２０４および／またはDUER　２０９によって決定されてもよ
い。たとえば、いくつかの実施形態では、CUE　２０４が参照信号（たとえばSRS）を送信
するよう構成されていてもよく、該参照信号はチャネルHDCを介してDUER　２０９によっ
て受信されてもよい。該参照信号に基づいて、DUER　２０９は、TDD信号伝達方式またはF
DD信号伝達方式のいずれかでHDCチャネル情報を直接推定することができてもよい。DUER
　２０９は、推定されたHDCチャネル情報をCUE　２０４またはアクセス・ポイント２０２
に通信するよう構成されていてもよい。それにより、CUE　２０４またはアクセス・ポイ
ント２０２はHDCチャネル情報を取得しうる。いくつかの実施形態では、DUER　２０９は
、推定されたHDCチャネル情報をCUE　２０４またはアクセス・ポイント２０２に通信する
ために、チャネルHDの量子化について上述したのと同様の仕方で、チャネルHDCを量子化
するよう構成されていてもよい。HDCチャネル情報がDUER　２０９からアクセス・ポイン
ト２０２またはCUE　２０４に通信されるかどうかは、アクセス・ポイント２０２またはC
UE　２０４が関連する上りリンク前置符号化器を決定するかどうかに依存してもよい。い
くつかの実施形態では、アクセス・ポイント２０２が、前記参照信号を送信するようCUE
　２０４に命令するよう構成されていてもよい。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、CUE　２０４が、DUER　２０９の代わりにHDCチャネル情報を
決定するよう構成されていてもよい。それにより、CUE　２０４は、ローカルにHDCチャネ
ル情報を決定する（たとえば推定する）ことによりHDCチャネル情報を得ることができる
。たとえば、DUER　２０９が参照信号（たとえばSRS）を送信するよう構成されていても
よく、該参照信号はチャネルHDCに関連するものと類似の信号経路（チャネルとも称され
る）を介してCUE　２０４によって受信されてもよい。DUER　２０９によって送信された
該参照信号に基づいて、CUE　２０４は、DUER　２０９からCUE　２０４へのチャネルに関
連するチャネル情報を推定してもよい。
【００４４】
　TDDスケジューリング方式では、DUER　２０９からCUE　２０４へのチャネルはチャネル
HDCに対称的であってもよい。よって、CUE　２０４およびDUER　２０９がTDDスケジュー
リング方式で動作する場合、CUE　２０４はHDCチャネル情報を、DUER　２０９からCUE　
２０４へのチャネルに関連する推定されたチャネル情報と同じとして推定してもよい。
【００４５】
　さらに、いくつかの実施形態では、FDDスケジューリング方式において、アクセス・ポ
イント２０２への上りリンク通信についてCUE　２０４によって使用されたのと同じ周波
数がDUET　２０７へのまたはDUET　２０７からのD2D通信（たとえばDUER　２０９によっ
て送信される参照信号）について使用されてもよい。よって、いくつかの実施形態では、
FDDスケジューリング方式が使われるとき、CUE　２０４は、DUER　２０９によって送信さ
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れた参照信号に基づいてDUER　２０９からCUE　２０４へのチャネルに関連するチャネル
情報を推定してもよい。次いで、CUE　２０４はHDCチャネル情報を、DUER　２０９からCU
E　２０４へのチャネルに関連する推定されたチャネル情報と同じとして推定してもよい
。実質的に同じまたは同じ周波数が使用されうるからである。
【００４６】
　上述したように、DUET　２０７からDUER　２０９に送信されるD2D信号に関連するD2D前
置符号化器はHDチャネル情報およびHCDチャネル情報に基づいて、D2D信号によって引き起
こされうる上りリンク通信（たとえばCUE　２０４によって送信されアクセス・ポイント
２０２によって受信される上りリンク信号）の干渉が低減および／または最小化されうる
よう、決定されうる。いくつかの実施形態では、干渉の低減は、チャネルHCDに対してチ
ャネルHD上でD2D信号の最大SLNRを与える前置符号化器をD2D前置符号化器として選択する
ことによって達成されうる。
【００４７】
　たとえば、いくつかの実施形態では、D2D前置符号化器は、次式

【数２】

によって表される行列の最大固有値に対応する固有ベクトルを決定することによって決定
されてもよい。
【００４８】
　上式において、σ2cはアクセス・ポイント２０２におけるノイズおよび背景干渉電力を
表していてもよく；pDはD2D信号の送信電力を表していてもよく；HCDはHCDチャネル情報
を含むチャネル行列を表していてもよく；HCD

Hはチャネル行列HCDの転置の複素共役を表
していてもよく；HDはHDチャネル情報を含むチャネル行列を表していてもよく；HD

Hはチ
ャネル行列HDの転置の複素共役を表していてもよい。上式によって表される行列の最大固
有値に対応する固有ベクトルを決定することによってD2D前置符号化器を決定することは
、チャネルHCDに対してチャネルHD上のD2D信号の最大SLNRを与えうる。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、D2D前置符号化器は、コードワードと称されるあらかじめ決
定された前置符号化器の集合を含むコードブックから選択されてもよい。これらまたは他
の実施形態において、上式によって表される行列の最大固有値に対応する固有ベクトルに
よって決定される前置符号化器に最も近い前記コードブックのコードワードがD2D前置符
号化器として選択されうる。たとえば、D2D前置符号化器は、いくつかの実施形態では次
式

【数３】

に従って選択されうる。
【００５０】
　上式において、wD*はD2D前置符号化器を表していてもよい；WDはコードブックを表して
いてもよい；wはコードブックWDのコードワードを表していてもよい；wDは式

【数４】

によって表される行列の最大の固有値に対応する固有ベクトルによって決定される前置符
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号化器を表していてもよい。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、D2D前置符号化器は、どのコードワードがチャネルHCDに対し
てチャネルHD上でD2D信号の最大SLNRにつながりうるかを決定することによって、コード
ブックから選択されうる。たとえば、いくつかの実施形態では、D2D前置符号化器は次式
によって決定されてもよい。
【数５】

【００５２】
　上式において、wD*はD2D前置符号化器を表していてもよい；WDはコードブックを表して
いてもよい；wはコードブックWDのコードワードを表していてもよい；σC

2はアクセス・
ポイント２０２におけるノイズおよび背景干渉電力を表していてもよい；pDはD2D信号の
送信電力を表していてもよい；HCDはHCDチャネル情報を含むチャネル行列を表していても
よい；HDはHDチャネル情報を含むチャネル行列を表していてもよい；式

【数６】

はチャネルHCDに対するチャネルHD上のD2D信号のSLNRを表していてもよい。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、たとえば同じ上りリンク・チャネル資源を共有する複数のD2
D対があるときなど、CUE　２０４によってアクセス・ポイント２０２に送信される上りリ
ンク信号に関連する上りリンク前置符号化器は、該上りリンク信号がD2D通信に対して引
き起こしうる干渉を考慮することなく、伝統的な仕方で決定されてもよい。他の実施形態
では、D2D信号前置符号化器と同様に、上りリンク前置符号化器はHCチャネル情報およびH

DCチャネル情報に基づいて、上りリンク信号によって引き起こされうるD2D通信（たとえ
ばDUET　２０７によって送信されDUER　２０９によって受信されるD2D信号）の干渉が低
減および／または最小化されうるよう、決定されてもよい。いくつかの実施形態では、干
渉の低減は、チャネルHDCに対してチャネルHC上でセルラー信号の最大SLNRを与える前置
符号化器を上りリンク前置符号化器として選択することによって達成されうる。
【００５４】
　たとえば、いくつかの実施形態では、上りリンク前置符号化器は、次式

【数７】

によって表される行列の最大固有値に対応する固有ベクトルを決定することによって決定
されてもよい。
【００５５】
　上式において、σ2

DはDUER　２０９におけるノイズおよび背景干渉電力を表していても
よく；pCは上りリンク信号の送信電力を表していてもよく；HDCはHDCチャネル情報を含む
チャネル行列を表していてもよく；HDC

Hはチャネル行列HDCの転置の複素共役を表してい
てもよく；HCはHCチャネル情報を含むチャネル行列を表していてもよく；HC

Hはチャネル
行列HCの転置の複素共役を表していてもよい。上式によって表される行列の最大固有値に
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対応する固有ベクトルを決定することによって上りリンク前置符号化器を決定することは
、チャネルHDCに対してチャネルHC上の上りリンク信号の最大SLNRを与えうる。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、上りリンク前置符号化器は、いくつかの事例においてD2D前
置符号化器を決定するために使われたのと同じコードブックであってもよいコードブック
から選択されてもよい。たとえば、上りリンク前置符号化器は、いくつかの実施形態では
次式
【数８】

に従って選択されうる。
【００５７】
　上式において、wC*は上りリンク前置符号化器を表していてもよい；WDはコードブック
を表していてもよい；wはコードブックWDのコードワードを表していてもよい；wCは式

【数９】

によって表される行列の最大の固有値に対応する固有ベクトルによって決定される前置符
号化器を表していてもよい。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、上りリンク前置符号化器は、どのコードワードがチャネルHD
Cに対してチャネルHC上で上りリンク信号の最大SLNRにつながりうるかを決定することに
よって、コードブックから選択されうる。たとえば、いくつかの実施形態では、上りリン
ク前置符号化器は次式によって決定されてもよい。
【数１０】

【００５９】
　上式において、wC*はD2D前置符号化器を表していてもよい；WDはコードブックを表して
いてもよい；wはコードブックWDのコードワードを表していてもよい；σD

2はDUER　２０
９におけるノイズおよび背景干渉電力を表していてもよい；pCは上りリンク信号の送信電
力を表していてもよい；HDCはHDCチャネル情報を含むチャネル行列を表していてもよい；
HCはHCチャネル情報を含むチャネル行列を表していてもよい；式

【数１１】

はチャネルHDCに対するチャネルHC上の上りリンク信号のSLNRを表していてもよい。
【００６０】
　上記で示したように、D2D前置符号化器および上りリンク前置符号化器は互いに独立に
決定されてもよい。それにより、両者が互いに関連して決定されるシステムに比べて計算
量が軽減されうる。さらに、D2D前置符号化器および／または上りリンク前置符号化器は
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、本開示においては、それらに関連する信号によって引き起こされうる潜在的な干渉を考
慮するよう決定されうる。いくつかの実施形態では、ひとたび前置符号化器が決定された
ら、引き起こされうる干渉の量が決定されうる。いくつかの実施形態では、干渉決定は、
D2D信号と同じ上りリンク・チャネル資源において送信される上りリンク信号についての
チャネル品質を決定するために使用されてもよい。
【００６１】
　たとえば、いくつかの実施形態では、アクセス・ポイント２０２は、D2D信号のD2D前置
符号化器に基づく一つまたは複数のD2D信号によって引き起こされうる受信上りリンク通
信における干渉の量を決定するよう構成されていてもよい。例として、アクセス・ポイン
ト２０２は、次式を使ってD2D信号によって引き起こされうる干渉を決定してもよい。
【数１２】

【００６２】
　上式において、pDはD2D信号の送信電力を表していてもよく；HCDはHCDチャネル情報を
含むチャネル行列を表していてもよく；wD*はD2D前置符号化器を表していてもよい。同じ
上りリンク信号資源を共有する複数のD2D信号がある場合には、アクセス・ポイント２０
２は、各D2D信号によって引き起こされうる干渉を決定するために、各D2D信号および対応
する前置符号化器について上式を使ってもよい。次いでアクセス・ポイント２０２は、各
D2D信号によって引き起こされうる干渉を加算して、D2D信号によって引き起こされうる干
渉の総量を決定してもよい。
【００６３】
　これらまたは他の実施形態において、アクセス・ポイント２０２、DUET　２０７および
／またはDUER　２０９が、特定のD2D信号と同じ上りリンク資源において送信されうる他
のD2D信号および／または上りリンク信号によって引き起こされうる、該特定のD2D信号の
干渉を決定してもよい。D2D信号の干渉は、上りリンク信号の干渉に関して上記したのと
同様の仕方で決定されてもよい。決定された干渉は、ネットワーク２００内で実行される
通信（たとえばD2Dおよび／またはセルラー通信）の品質のような因子を決定するために
ネットワーク２００によって使用されてもよい。
【００６４】
　図３は、本開示の少なくとも一つの実施形態に基づいて構成される、無線通信において
前置符号化器を決定する例示的な方法３００のフローチャートである。方法３００は、い
くつかの実施形態では、それぞれ図１および図２に関して述べたネットワーク１００また
は２００のような無線通信ネットワークによって実装されてもよい。離散的なブロックと
して示されているが、さまざまなブロックは、所望される実装に依存して、追加的なブロ
ックに分割されたり、より少数のブロックに組み合わされたり、またはなくされたりして
もよい。
【００６５】
　方法３００は、ブロック３０２で開始されうる。ここでは、無線通信ネットワークの第
一のノードと前記無線通信ネットワークの第二のノードの間の第一のチャネルに関連する
第一チャネル情報が取得されうる。第一のノードは、無線通信資源において第一の無線信
号を第二のノードに、第一のチャネルを介して送信するよう構成されていてもよい。いく
つかの実施形態では、上記したように、第一チャネル情報は、第一のノードによって送信
され、第二のノードにおいて受信される参照信号に基づいて、あるいは第二のノードによ
って送信され第一のノードにおいて受信された参照信号に基づいて決定されてもよい。
【００６６】
　さらに、いくつかの実施形態では、第一チャネル情報は、第一チャネル情報をローカル
に決定することによってまたは第一チャネル情報を別のノードから受信することによって
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取得されてもよい。たとえば、いくつかの実施形態では、第一のノードは第一チャネル情
報を、第二のノードから送信される参照信号に基づいてローカルに決定することによって
取得してもよい。あるいはまた、第一のノードは、第一チャネル情報を、第二のノードか
ら受信することによって取得してもよく、第二のノードは、第一チャネル情報を、第一の
ノードによって送信された参照信号に基づいてローカルに決定してもよい。これらおよび
他の実施形態において、別のノードが第一のチャネル情報を第一のノードおよび／または
第二のノードから取得してもよい。
【００６７】
　ブロック３０４では、第一のノードと前記無線通信ネットワークの第三のノードとの間
の第二のチャネルに関連する第二チャネル情報が取得されてもよい。第三のノードは、第
一の無線信号と実質的に同じ無線通信資源において送信された第二の無線信号を受信する
よう構成されていてもよい。いくつかの実施形態では、第二チャネル情報は、上記のよう
に、第一のノードによって送信され第三のノードによって受信された参照信号に基づいて
、または第三のノードによって送信され第一のノードによって受信された参照信号に基づ
いて、決定されてもよい。
【００６８】
　さらに、いくつかの実施形態では、第二チャネル情報が、第二チャネル情報をローカル
に決定することによってまたは第二チャネル情報を別のノードから受信することによって
取得されてもよい。たとえば、いくつかの実施形態では、第一のノードは第二チャネル情
報を、第三のノードから送信される参照信号に基づいて第二チャネル情報をローカルに決
定することによって取得してもよい。あるいはまた、第一のノードは、第二チャネル情報
を、第三のノードから受信することによって取得してもよく、第三のノードは、第二チャ
ネル情報を、第一のノードによって送信された参照信号に基づいてローカルに決定しても
よい。これらおよび他の実施形態において、別のノードが第二チャネル情報を第一のノー
ドおよび／または第三のノードから取得してもよい。
【００６９】
　いくつかの事例では、第一のノードはD2D対の送信D2D装置であってもよく、第二のノー
ドは該D2D対の受信D2D装置であってもよく、第三のノードは無線通信ネットワークのアク
セス・ポイントであってもよい。他の事例では、第一のノードはセルラー無線装置であっ
てもよく、第二のノードは無線通信ネットワーク・アクセス・ポイントであってもよく、
第三のノードはD2D対の受信D2D装置であってもよい。
【００７０】
　ブロック３０６では、第一の無線信号の送信のための前置符号化器が、第一チャネル情
報および第二チャネル情報に基づいて決定されてもよい。いくつかの実施形態では、前置
符号化器は、第一チャネル情報および第二チャネル情報に基づいて第二の無線信号に対す
る第一の無線信号の信号対漏れおよび雑音比（SLNR）を決定することによって決定され、
それにより、第一の無線信号によって引き起こされる第二の無線信号の干渉が軽減される
ようにされてもよい。
【００７１】
　当業者は、方法３００および本稿に開示される他のプロセスおよび方法について、該プ
ロセスおよび方法において実行される機能は異なる順序で実装されてもよいことを理解す
るであろう。さらに、概説されるステップおよび動作は例として与えられているだけであ
り、開示される実施形態の本質を損なうことなく、それらのステップおよび動作のいくつ
かが任意的であったり、より少数のステップおよび動作に組み合わされたり、あるいは追
加的なステップおよび動作に展開されたりしてもよい。たとえば、いくつかの実施形態で
は、方法３００は、前置符号化器に基づいて第一の無線信号によって引き起こされる第二
の無線信号の干渉を決定することを含んでいてもよい。
【００７２】
　本稿に記載される実施形態は、コンピュータ実行可能な命令またはデータ構造を担持す
るまたは記憶するためのコンピュータ可読媒体を使って実装されてもよい。たとえば、上
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記の無線装置および／またはアクセス・ポイントは、上記の機能および動作を実行するた
めのコンピュータ実行可能な命令またはデータ構造を記憶しているコンピュータ可読媒体
を含んでいてもよい。そのようなコンピュータ可読媒体は、汎用または特殊目的コンピュ
ータ（たとえばプロセッサ）によってアクセスされうるいかなる利用可能な媒体であって
もよい。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ランダム・アクセ
ス・メモリ（RAM）、読み出し専用メモリ（ROM）、電気的に消去可能なプログラム可能型
読み出し専用メモリ（EEPROM）、コンパクトディスク読み出し専用メモリ（CD-ROM）また
は他の光学式ディスク記憶、磁気ディスク記憶または他の磁気記憶デバイスあるいは、コ
ンピュータ実行可能命令またはデータ構造の形で所望されるプログラム・コードを担持ま
たは記憶するために使用されることができ、汎用または特殊目的のコンピュータによって
アクセスされうる他の任意の記憶媒体を含む非一時的または有体のコンピュータ可読記憶
媒体を含んでいてもよい。上記の組み合わせもコンピュータ可読媒体の範囲内に含められ
てもよい。
【００７３】
　コンピュータ実行可能命令はたとえば、汎用コンピュータ、特殊目的コンピュータまた
は特殊目的処理装置に機能または機能群を実行させる命令およびデータを含む。主題は、
構造的な特徴および／または方法論的な工程に固有の言辞で記載してきたが、付属の請求
項において定義される主題は必ずしも上記の個別的な特徴や工程には限定されないことは
理解しておくものとする。むしろ、上記の個別的な特徴および工程は、請求項を実現する
例示的な形として開示されているのである。
【００７４】
　本稿での用法では、「モジュール」または「コンポーネント」は、該モジュールまたは
コンポーネントの動作を実行するよう構成された具体的なハードウェア実装および／また
はコンピューティング・システムの汎用ハードウェア（たとえばコンピュータ可読媒体、
処理装置など）に記憶されうるおよび／または実行されうるソフトウェア・オブジェクト
またはソフトウェア・ルーチンを指していてもよい。いくつかの実施形態では、本稿に記
載される種々のコンポーネント、モジュール、エンジンおよびサービスは、コンピューテ
ィング・システム上で実行されるオブジェクトまたはプロセス（たとえば別個のスレッド
）として実装されてもよい。本稿に記載されるシステムおよび方法のいくつかは（汎用ハ
ードウェアに記憶されるおよび／または実行される）ソフトウェアにおいて実装されるも
のとして記述されていることがあるが、個別的なハードウェア実装またはソフトウェアお
よび個別的なハードウェア実装の組み合わせも可能であり、考えられている。本記述にお
いて、「コンピューティング・エンティティ」は、本稿で先に定義した任意のコンピュー
ティング・システムまたはコンピューティング・システム上で走る任意のモジュールまた
はモジュールの組み合わせでありうる。本開示において、上記の無線装置および／または
アクセス・ポイントは、本稿に記載される動作を実行するよう構成されたそのようなハー
ドウェアを含んでいてもよい。
【００７５】
　本稿に記載されるあらゆる例および条件付きの言辞は、本開示および当該技術を進歩さ
せるために発明者によって寄与される概念の理解において読者を助けるという教育目的の
ために意図されており、そのように特定的に記載される例および条件への限定なしに解釈
されるべきものである。本開示の実施形態について詳細に記載してきたが、本開示の精神
および範囲から外れることなく、さまざまな変更、置換および改変がなされてもよいこと
は理解しておくべきである。
【００７６】
　以上の実施例を含む実施形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
（付記１）
　無線通信における前置符号化器を決定する方法であって：
　無線通信ネットワークの第一のノードと前記無線通信ネットワークの第二のノードとの
間の第一のチャネルに関連付けられた第一チャネル情報を取得する段階であって、前記第
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一のノードは、前記第一のチャネルを介して前記第二のノードに、無線通信資源において
第一の無線信号を送信するよう構成されている、段階と；
　前記第一のノードと前記無線通信ネットワークの第三のノードとの間の第二のチャネル
に関連付けられた第二チャネル情報を取得する段階であって、前記第三のノードは、前記
無線通信資源において送信される第二の無線信号を受信するよう構成されている、段階と
；
　前記第一チャネル情報および前記第二チャネル情報に基づいて前記第一の無線信号の送
信のための前置符号化器を決定する段階とを含む、
方法。
（付記２）
　前記第一のノードが、無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の送信無線装置
であり、
　前記第二のノードが前記D2D対の受信無線装置であり、
　前記第三のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントである、
付記１記載の方法。
（付記３）
　前記第一のノードが無線装置であり、
　前記第二のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントであり、
　前記第三のノードが無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の受信無線装置で
ある、
付記１記載の方法。
（付記４）
　前記第一の無線信号によって引き起こされる前記第二の無線信号の干渉が軽減されるよ
う、前記前置符号化器を決定する段階が、前記第一チャネル情報および前記第二チャネル
情報に基づいて、前記第二の無線信号に対する前記第一の無線信号の信号対漏れおよび雑
音比（SLNR）を決定することを含む、付記１記載の方法。
（付記５）
　前記第一チャネル情報が前記第二のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１記載の方法。
（付記６）
　前記第一チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第二のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１記載の方法。
（付記７）
　前記第二チャネル情報が前記第三のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１記載の方法。
（付記８）
　前記第二チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第三のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１記載の方法。
（付記９）
　前記第一チャネル情報を取得する段階が、前記第一チャネル情報をローカルに決定する
または前記第一チャネル情報を受信することを含み、
　前記第二チャネル情報を取得する段階が、前記第二チャネル情報をローカルに決定する
または前記第二チャネル情報を受信することを含む、
付記１記載の方法。
（付記１０）
　前記前置符号化器に基づいて前記第一の無線信号によって引き起こされる前記第二の無
線信号の干渉を決定する段階をさらに含む、付記１記載の方法。
（付記１１）
　無線通信のための前置符号化器を決定するための処理を実行するためのコンピュータ実
行可能命令をエンコードされているコンピュータ可読媒体であって、前記処理は：
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　無線通信ネットワークの第一のノードと前記無線通信ネットワークの第二のノードとの
間の第一のチャネルに関連付けられた第一チャネル情報を取得する段階であって、前記第
一のノードは、前記第一のチャネルを介して前記第二のノードに、無線通信資源において
第一の無線信号を送信するよう構成されている、段階と；
　前記第一のノードと前記無線通信ネットワークの第三のノードとの間の第二のチャネル
に関連付けられた第二チャネル情報を取得する段階であって、前記第三のノードは、前記
無線通信資源において送信される第二の無線信号を受信するよう構成されている、段階と
；
　前記第一チャネル情報および前記第二チャネル情報に基づいて前記第一の無線信号の送
信のための前置符号化器を決定する段階とを含む、
コンピュータ可読媒体。
（付記１２）
　前記第一のノードが、無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の送信無線装置
であり、
　前記第二のノードが前記D2D対の受信無線装置であり、
　前記第三のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントである、
付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記１３）
　前記第一のノードが無線装置であり、
　前記第二のノードが前記無線通信ネットワークのアクセス・ポイントであり、
　前記第三のノードが無線装置のデバイス・ツー・デバイス（D2D）対の受信無線装置で
ある、
付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記１４）
　前記第一の無線信号によって引き起こされる前記第二の無線信号の干渉が軽減されるよ
う、前記前置符号化器を決定する段階が、前記第一チャネル情報および前記第二チャネル
情報に基づいて、前記第二の無線信号に対する前記第一の無線信号の信号対漏れおよび雑
音比（SLNR）を決定することを含む、付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記１５）
　前記第一チャネル情報が前記第二のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記１６）
　前記第一チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第二のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記１７）
　前記第二チャネル情報が前記第三のノードによって送信され前記第一のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記１８）
　前記第二チャネル情報が前記第一のノードによって送信され前記第三のノードによって
受信される参照信号に基づく、付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記１９）
　前記第一チャネル情報を取得する段階が、前記第一チャネル情報をローカルに決定する
または前記第一チャネル情報を受信することを含み、
　前記第二チャネル情報を取得する段階が、前記第二チャネル情報をローカルに決定する
または前記第二チャネル情報を受信することを含む、
付記１１記載のコンピュータ可読媒体。
（付記２０）
　前記動作が、前記前置符号化器に基づいて前記第一の無線信号によって引き起こされる
前記第二の無線信号の干渉を決定する段階をさらに含む、付記１１記載のコンピュータ可
読媒体。
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【符号の説明】
【００７７】
１００　無線通信ネットワーク
１０２　アクセス・ポイント
１０３　D2D対
１０４　無線装置
２００　無線通信ネットワーク
２０２　アクセス・ポイント
２０３　D2D対
２０４　セルラー無線装置（CUE）
２０７　送信D2D装置（DUET）
２０９　受信D2D装置（DUER）
３０２　第一チャネル情報
３０４　第二チャネル情報
３０６　第一チャネル情報および第二チャネル情報に基づいて前置符号化器を決定

【図１】 【図２】
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